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基本政策Ⅱ 学ぶ意欲を 育て、「 生き る力」を 伸ばす  

　 変化の激し いこ れから の社会を 生きる 子ど も たちが、誰も が自分ら し く 生き 、共に支

え合う 未来を つく り 出し ていく ために必要な 資質・ 能力を 確実に育む学校教育の実現

が求めら れています。社会において自立的に生きるために必要な「 生きる力」と は何か、

どのよう に学ぶかを 学校と 保護者・ 地域を 含めた幅広い主体と 共有し ながら 、「 確かな

学力」「 豊かな心」「 健やかな心身」を バランスよく 育てていきます。

　 基礎的な 知識の習得や技能の向上はも と より 、子ど も たちが自ら 学び、課題を 見つ

け、主体的に判断し 、課題解決のために他者と 協力する資質や能力を 伸ばしていく ため

には、学校のみなら ず、地域や家庭と 連携・ 協力し た 取組を 計画的に進め、「 確かな 学

力」を 育成していく 必要があり ます。

　 令和３（ 2 0 2 1 ）年度の全国学力・ 学習状況調査の結果を 見ると 、教科に関する 調査

において本市の平均正答率は、全国平均と 比較すると 若干上回っている 結果と なってい

ま す 。ま た 、同年度の市学習状況調査に おける 授業の理解度で は、小学校５ 年生の

9 0 .1% 、中学校２ 年生の7 9 .6 %（ 各対象科目の平均値）が「 わかる 、ど ちら かと いえばわ

かる 」と 回答していま す【 図表４ 】。

　 社会の変化が加速度を 増し 、複雑で 予測困難と なっている 時代背景を 踏まえ 、新学

習指導要領では、育成をめざ す資質・ 能力を「 知識及び技能」、「 思考力、判断力、表現力

等」、「 学びに向かう 力、人間性等」の３ つの柱に整理しています。

　 新学習指導要領で は、「 より よい学校教育を 通し てより よい社会を 創る 」と いう 理念

を 学校と 社会と が共有し 、身に付ける べき 資質・ 能力を 明確にし ながら 、社会と の連携

及び協働により 、その実現を 図る「 社会に開かれた教育課程」を 重視しています。

　 ま た 、教育活動の質を 向上さ せ、学習の効果の最大化を 図るために教育課程の充実

に向けて「 カリ キュラム・ マネジメ ント の確立」が求めら れており 、各教科等の指導に当

たっては、資質・ 能力がバラ ンスよく 育成さ れる よう 、児童生徒の「 主体的・ 対話的で 深

い学び」の実現に向けた授業改善を 進めるこ と が必要です。

　 全国学力・ 学習状況調査の結果を 見る と 、「 あ な た の学級で は学級 生活を より よ

く する ために学級会（ 中学校： 学級活動）で 話し 合い 、互いの意見のよ さ を 生かし て

解決方法を 決めて いま すか」と いう 質問で 肯定的な 回答を し た 本市の児童 生徒の

割合は、小学校６ 年生で 7 7 . 4 % 、中学校３ 年生で 7 9 . 4 % と なって おり 、全国より も

高い 割 合を 示し て いま す【 図 表５ 】 。本 市 で は 、子ど も た ち が互い に 論じ た り 語り

合っ たり 、自ら の意思で 行動し たり する 姿は、主体的な社会参画の姿勢を 育むこ と に

○ 現状と 課題 ○ 
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つながる も のと 考えていま す。選挙権年齢の引き下げを 機に、こ れま で以上に、子ど も

たちに国家・ 社会の形成者と し ての意識を 醸成するこ と が求めら れており 、すべての校

種において発達段階に応じ た、主権者教育の充実が必要です。

　「 豊かな 心」の育成については、子ど も たち の規範意識、自尊感情、他者への思いや

り 、主体的に判断し 適切に行動する力など を 育むため、想像力の育成につな がる 読書

活動や、深く 考え 、議論する 道徳教育、すべての教育活動を 通じ て行われる人権尊重教

育の充実が必要です。 

　「 かわさ きパラムーブメ ント 」では、東京2 0 2 0 オリ ンピッ ク・ パラ リ ンピッ ク 競技大会

を 契機と して「 人々の意識や社会環境のバリ アを 取り 除き 、誰も が社会参加で きる 環境

を 創出」し よう と 取り 組んでいます。「 かわさ きパラムーブメ ント 」の取組を 未来へ残して

いく には、将来を 担う 子ど も が、障害や人種、LG BTなど をはじ めと するいわゆる 社会的

マイノ リ ティ に対し て 、正し く 理解し 行動で きる よう にし ていく こ と が重要と 位置づけ

てき まし た 。学校の教育活動全体で 行われる 道徳教育の一環と し て 、各教科や特別活

動等のさ まざ ま な 教育活動における 、「 心のバリ アフ リ ー」に関する 理解を 深めるため

の指導等を 継続していきます。「 かわさ きパラムーブメ ント 」がめざ す「 誰も が自分らし く

暮ら し 、自己実現を目指せる 地域づく り 」の実現に向け、多様性を 尊重する 社会の担い

手を 育む教育を 、引き 続き 、計画的・ 系統的に行っていく 必要があり ま す。

　「 健やかな 心身」の育成については、偏っ た栄養摂取や朝食の欠食などの食生活の乱

れや肥満・ 痩身等の課題が挙げら れるこ と から 、学校保健活動、学校給食、食育の充実

により 、現代的な健康課題等に対応し 、子ど も の心身の健康の保持・ 増進を 図るこ と が

重要です。

　 本市では、平成2 9（ 2 0 17 ）年12 月から 中学校完全給食を 全校で実施し ており 、児童

生徒の健全な身体を 育むため、小中９ 年間を 通じ た体系的・ 計画的な 食育を 引き 続き

推進していく 必要があり ます。

　 ま た 、令和３（ 2 0 2 1 ）年１ 月の中央教育審議会答申において 、めざ すべき「 令和の日

本型学校教育」の姿は「 全ての子供たち の可能性を 引き 出す、『 個別最適な学び』と『 協

働的な学び』の実現」と さ れていま す。そのためには、今後、さ まざ まな形で 蓄積さ れて

いく スタ ディ ・ ロ グ＊を 効果的に活用し ていく こ と が重要です。さ ら に、災害や感染症等

による 臨時休業等の緊急時においても 、G IG A スク ール構想で 整備さ れたIC T環境を

活かし て 、自宅等で IC T端末による 学習を 継続するこ と で 、子ど も たち の学習を 保障す

るこ と が求めら れています。

　 高等学校で は、令和４（ 2 0 2 2 ）年度から 新し い高等学校学習指導要領が年次進

行で 実施さ れる こ と から 、すで に先行実施し ている「 総合的な 探究の時間」の取組も

さ ら に充実さ せな がら 、各学校の特色を 活かし た多様な 学習ニーズに対応する 教育



基本政策Ⅱ　 学ぶ意欲を 育て、「 生き る 力」 を 伸ばす

3 2

基

本

政

策

Ⅱ

第

３

章

育活動を 実施し 、魅力ある 市立高等学校づく り に向けた取組を 推進し ていく 必要があり

ます。

図表４「 授業がわかる 」、「 ど ちら かと いえばわかる 」と 回答し た 

　 　 　  児童生徒の割合

小学校5 年生

中学校2 年生

H26

8 8 .3

7 3 .4

H2 9

9 0 .9

7 7.2

R3

9 0 .1

7 9 .6

9 5

9 0

8 5

8 0

7 5

70

6 5

6 0

5 5

5 0

(% )

資料： 川崎市学習状況調査

※小学生： 国語、算数の平均
　 中学生： 国語、数学、理科、社会、英語の平均

図表５  「 学級生活をより よく するために学級会（ 中学校： 学級活動）で話し 合い、 

　 　 　  互いの意見のよさ を 生かして解決方法を 決めている 」、「 ど ちら かと いえ

　 　 　  ば決めている 」と 回答し た児童生徒の割合（ 令和３ 年度） 

川崎市

全国

小学校6 年生

7 7.4

7 3 .4

中学校3 年生

7 9 .4

7 3 .9

8 0

7 9

78

7 7

76

7 5

74

7 3

7 2

71

70

(% )

資料： 全国学力・ 学習状況調査
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　 子ど も たち の学ぶ 意欲を 高め、「 確かな 学力」「 豊かな 心」「 健やかな 心身」を バラ

ンス よく 育み、将 来の予測が 難し い 社会を 生き 抜く た めに 必要な「 生き る 力」を 確

実に身につける こ と を めざ し ま す 。

○ 政策目標 ○ 

○ 参考指標 ○ 

「 授業がわかる 、ど ちら かと いえばわ

かる 」と 回答し た児童生徒の割合

【 出典： 川崎市学習状況調査】

指標名 指標の説明
実績値

（ Ｒ３（ 2 0 21 ））

目標値

（ Ｒ３（ 2 0 21 ））

目標値

（ Ｒ７（ 2 0 2 5 ））

授業の理解度 

小５   9 0 .1%

中２   7 9 .6 %

小５   9 3 .0 ％

中２   8 0 .0 %

　 　 　 　 以上 

小５   9 4 .0 ％

中２   8 2 .0 %

　 　 　 以上 

「 学習がすき だ、ど ちら かと いえばす

き 」と 回答し た児童生徒の割合

【 出典： 川崎市学習状況調査】 

授業の好感度

小５  7 5 .4 %

中２  6 4 .8 %

小５  8 0 .0 %

中２  6 5 .0 %

　 　 　 　 以上 

小５  81 .0 %

中２  67.0 %

　 　 　  以上 

「 道で外国人に英語で話し かけら れた

と き 、何と か英語で 話そう と する 」と

回答し た生徒の割合

【 出典： 川崎市学習状況調査】

英語によるコ ミ ュ

ニケーショ ンへの

積極性 

中２  81 .8 % 中２  8 4 .0 %

　 　 　 　 以上 

中２  8 5 .0 %

　 　 　 　 以上 

「 人が困っている と き は、進んで 助け

て い る 、ど ち ら かと いえ ば助け て い

る」と 回答し た児童生徒の割合

【 出典： 全国学力・ 学習状況調査】

規範意識 

小６  9 0 .5 %

中３  9 0 .4 %

小６  8 8 .0 ％

中３  8 7.0 ％ 

　 　 　 　 以上 

小６  91 .0 ％

中３  91 .0 ％ 

　 　 　  以上 

「 授業で学んだこ と は、将来、社会に出

たと き に、役に立つ、ど ちら かと いえ

ば役に立つ」と 回答し た 児童生徒の

割合

【 出典： 川崎市学習状況調査】 

授業の有用度 

小５  9 2 .4 %

中２  81 .0 %

小５  9 6 .0 ％

中２  7 9 .0 %

　 　 　 　 以上 

小５  9 7.0 ％

中２  8 5 .0 %  

　 　 　 以上 

体力テスト の結果（ 神奈川県の平均値

（ 体力合計点）を1 0 0 と し た際の本市

の割合）

【 出典： 全国体力・ 運動能力、運動習慣

等調査＊】

子ども の体力の

状況 

小５（ 男） 9 9 .9 %

小５（ 女） 9 9 .8 %

中２（ 男） 9 4 .5 %

中２（ 女） 9 6 .3 %

小５（ 男） 101%

小５（ 女） 101%

中２（ 男） 10 0 %

中２（ 女） 10 0 %

　 　 　 　  　 以上 

小５（ 男） 10 2 %

小５（ 女） 10 2 %

中２（ 男） 10 0 %

中２（ 女） 10 0 %

　 　 　 　 　 以上 

残食率の高さ や栄養の観点から 重点

５ 項目と する品目の残食率

・ 小学校（ 白米、変わり 飯、卵類、

　 　 　 　 豆製品、藻類）

・ 中学校（ 白米、変わり 飯、豆類、

　 　 　 　 野菜類、藻類）

【 出典： 川崎市教育委員会調べ】

学校給食の残食率

【 第３ 期から 設定】

（ 白米）

小  6 .1%

中21 .2 %

（ 変わり 飯）

小  7.0 %

中13 .3 %

（ 卵類）

小  7.3 %

（ 豆製品）

小 7.0 %

（ 豆類）

中15 .1%

（ 野菜類）

中15 .9 %

（ 藻類）

小  7.6 %

中17.2 %

（ R２ ）

ー

（ 白米）

小 5 .4 6 % 以下

中 12 .3 % 以下

（ 変わり 飯）

小 5 .41%  以下

中 9 .2 4 %  以下

（ 卵類）

小 4 .5 0 %  以下

（ 豆製品）

小 4 .9 5 %  以下

（ 豆類）

中11 .2 9 % 以下

（ 野菜類）

中 10 .5 %  以下

（ 藻類）

小 5 .0 4 %  以下

中11 .0 8 % 以下
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　「 確かな 学力」を 育成するためには、「 知識及び技能」「 思考力、判断力、表現力等」を

バラ ンスよく 育み、主体的に学習に取り 組む意欲を 養う こ と が必要と なり ま す。本施策

で は、すべての子ど も が「 分かる 」こ と を めざし て 、１ 人１ 台端末を 最大限に活用し なが

ら 、「 個別最適な学び」と「 協働的な学び」を 一体的にし た学習活動の充実を 図っていき

ます。

施策１ ．確かな学力の育成

・ こ れま で 、小学校５ 年生と 中学校２ 年生で 実施し てき た市学習状況調査の実施学年を

拡充し 、そのデータ を 活用するこ と で 、教育活動の質を 向上さ せ、学習効果の最大化を

図るカリ キュラム・ マネジメ ント の改善・ 充実に役立てます。

・ 探究的な 学習や体験活動等を 通じ て 、子ど も 同士、ある いは多様な他者と 協働し な が

ら 、さ まざ まな社会的な変化を 乗り 越え、持続可能な社会の創り 手と して必要と なる資

質・ 能力を 育成するために、教科横断的な学習活動の充実を 図り ます。

・ スタ ディ ・ ログを 分析するこ と で 、一人ひと り のつまずき や学習の遅れなど 、子ど も たち

の多様な 学習状況に対し て 、より き め細かな対応を 図るため、習熟の程度に応じ た指

導、補充的な学習や発展的な学習など 、個に応じ た取組を推進し ます。

・ 急速なグロ ーバル化の進展の中で 、英語によるコ ミ ュ ニケーショ ン 能力の必要性が一

層高まっており 、外国人と のコ ミ ュ ニケーショ ンを 積極的にと るこ と ので きる 児童生徒

の育成に向けて 、英語教育の充実を 図り ます。

・ 世界的なハイテ ク 企業や研究開発機関が数多く 立地する 、国際的な先端産業・ 研究開

発拠点を 擁する 本市の強みを 活かし 、科学に対する 子ど も たち の興味・ 関心を 一層高

め、魅力ある 理科教育を 展開し ます。
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事務事業名

現状 事業内容・ 目標

令和3（ 2 0 21 ）
年度

令和4（ 2 0 2 2 ）
年度

令和5（ 2 0 2 3 ）
年度

令和6（ 2 0 2 4 ）
年度

令和7（ 2 0 2 5 ）
年度

令和8（ 2 0 2 6 ）
年度以降

★学力調査・ 授業改善研究

事業

★きめ細かな指導推進

事業

●G IG A 端末導入や学習状況調査の効果を踏まえた有効な指導に向けた研究実践の推進

・ 各 学 校 に お ける
研究実践の推進

継続実施 事業推進

●実践事例集の活用による指導力の向上

・ 学習 指 導 要領の
改訂内容に対応し
た実践事例集の作
成・ 配布

継続実施

●全国学力・ 学習状況調査の結果に基づく 、各学校における授業改善の推進

○ 各学校における結果報告書の作成
・ 報告書作成 継続実施

○ 数値目標の設定等による授業改善の推進
・ 数値目標 の設 定
等による 授業改善

・ さ ら な る 授 業 改
善の検討・ 実施

●研究成果を活かし た、習熟の程度に応じ た学習など、きめ細かな指導・ 学びの推進

○ 小中９ 年間を見通した算数・ 数学の習熟の程度に応じ た指導の充実
・ 研 究の 成 果 を 活
かし た取組の実施

継続実施

○ 手引き等を活用した取組の実施
・「 き め細かな 指導
　 実 践 編」を 活 用
し た取組の実施
・ 映 像 教 材な ど を
活用し た 取組の充
実
・ 学 校 の 実 情 に 応
じ た取組の実施

継続実施

継続実施

・ 学 校 の 実 情に 応
じ た取組の充実

●市学習状況調査・ 市学習診断テスト の実施及び結果の活用推進

○ 調査・ テスト の実施及び個票配布
・ 市学習状況調査(
小５・ 中２ )・ 市学習
診 断テ スト ( 中１ ・
中３ )の実施

・ 調査・ テスト の実
施及び小４ ～ 中３
への対象学年の拡
充に向けた 調査項
目・ 実 施 方法 等 の
検討
・ モデル校（ 小２ 校、
中１ 校）での試行

・ 検 討 結 果に 基づ
く 調査の全校実施

・ 調 査の 継 続と 結
果のフィ ード バッ ク

事業推進

○ 「 生活や学習に関するアンケート 」調査の実施及び調査結果の活用
・ 調 査 実 施（ 小５ 、
中２ ）

・ 調 査 の 実 施 及び
小４ ～中３ への対
象学年の拡充に向
け た 調 査項目、実
施方法等の検討
・ モデル校（ 小２ 校、
中１ 校）での試行

・ 検 討 結 果に 基づ
く 調査の全校実施

・ 調 査の 継 続と 結
果のフィ ード バッ ク

○ 調査結果を踏まえた授業改善や家庭学習・ 自主学習の支援
・ 調 査 結 果 を 踏ま
え た授業改善や家
庭学 習・ 自主 学 習
の支援

継続実施

子ど も たち の資質・ 能力の定

着状況を把握するために調査・

研究を行い、その結果を活用し

て、子ども たちが「 分かる」を実

感で き る 授業づく り を 推進し

ます。

習熟の程度に応じ た 、き め細

かな指導の充実のために、より

有効な指導形態や指導方法に

ついて研究実践を進めます。
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事務事業名

現状 事業内容・ 目標

令和3（ 2 0 21 ）
年度

令和4（ 2 0 2 2 ）
年度

令和5（ 2 0 2 3 ）
年度

令和6（ 2 0 2 4 ）
年度

令和7（ 2 0 2 5 ）
年度

令和8（ 2 0 2 6 ）
年度以降

英語教育推進事業

●ALTの配置・ 活用による英語教育の推進

配置数
小・ 中学校:10 7人
高等学校:6人

小・ 中学校:10 7人
高等学校:６ 人

・ A LTの配置・ 活用
による 取組の推進

●先端科学技術者の派遣授業の実施

派遣回数:16 回 派遣回数:16 回 派遣回数:16 回 派遣回数:16 回 派遣回数:16 回

●文部科学省の中央研修等を活用し た、英語教育推進リ ーダーの養成と 活用

○ 英語教育推進リ ーダーの養成と 活用
養成数（ 累計）:
24 人

・ 英 語 教 育推 進リ
ーダーの活用

事業推進

理科教育推進事業
●理科支援員配置による理科教育の推進

・ 全小学校に配置 ・ 理 科支 援 員の 継
続的な配置

事業推進

学校教育活動支援事業 ●教育活動サポータ ーの配置

・ 事業実施 継続実施

●小・ 中・ 特別支援学校における自然教室の実施（ 八ヶ 岳少年自然の家等）

・ 事業実施 継続実施

●横浜国立大学と 連携し た中核的理科教員＊（ CST）の養成及び活用の推進

○ CST養成プログラムの実施
CST養成数

（ 累計）:7 3 人
CST養成数
(累計）:7 5人

C ST養成数
（ 累計）:7 7人

CST養成数
(累計）:7 9人

C ST養成数
(累計）:81人

○ CSTによる理科指導力向上のための教員研修の実施
CSTによる
研修数:４ 講座

CSTによる
研修数:４ 講座

C STによる
研修数:４ 講座

CSTによる
研修数:４ 講座

C STによる
研修数:４ 講座

○ 中学校、高等学校における各学校1名以上参加の外国語教育指導力向上研修の実施
・ 各学校１ 名以上参
加の研修の実施

継続実施

○ 小学校英語強化非常勤講師＊（ ERT）の小学校への派遣
派遣回数:6 9 校 ・ 事業終了(R5 .3 )

○ 小学校外国語（ 英語）教員養成課程修了者の採用
・ 採用実施

●各学校における指導体制の充実

○ 小学校における中核英語教員＊（ CET）研修の実施
・ 各学校１ 名以上参
加の研修の実施

継続実施

外 国 人と 直 接コ ミ ュ ニ ケ ー

ショ ンを図る 機会を増やし 、異

文化を 受容する 態度を 育成す

るため、研修の充実により 教員

の指導力の向上を 図ると と も

に、外国語指導助手（ A LT ）を

活用する等、英語教育を推進し

ます。

理科支援員の配置や中核的理

科教員（ C ST）の養成などによ

り 、若い教員の授業力向上や

観察・ 実験の機会の充実を 図

り 、子ど も たちが興味・ 関心を

持って主体的に学習に取り 組

める魅力ある 理科教育を推進

し ま す。ま た 、企業や研究機

関、大学と 連携し て 、技術者、

研究者による派遣授業などの

実施を支援し ます。

教育活動サポータ ー＊を配置す

るこ と により 、学校のきめ細か

な指導を支援し ます。また、自

然教室の実施等により 、豊か

な情操を養います。

○ 大学と 連携した各種講座や外部試験受験の促進に向けた取組の推進
中学校英語二種免
許取得講習の受講
者数:13人
小学校外国語教授
基礎論講座の受講
者 数: 3 5 人（ R3 末
事業終了）

中学校英語二種免
許取得講習の受講
者数:２ 人（ R4 .9 事
業終了）
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　「 豊かな 心」を 育成するためには、自ら を 律し つつ、他者と 協調し 、他人を 思いやる 心

や感動する 心、社会性、公共の精神など を 育んで いく 必要があり ま す。子ど も たち の健

やかな成長のため、読書活動、体験活動など を 通して 、道徳教育や人権尊重教育等の充

実を 図り 、豊かな人間性を 育む取組を推進していきます。

・「 特別の教科 道徳」において 、答えが一つではない道徳的な課題を 一人ひと り の子ど も

が自分自身の問題と 捉え 、向き 合う こ と がで きる よう「 考え 、議論する 道徳」の推進を

図り ま す。ま た 、学校教育全体を 通し て道徳性を 養う こ と がで きる よう 、各教科等と の

関連を 図り ながら 道徳教育を推進し ます。

・ 本に親し むこ と で 、言葉や知識を 学び、表現力や想像力を高め、人生をより 豊かに生き

ていく こ と がで き る よう 、学校司書等の配置を 進める と と も に、図書担当教諭や図書

ボラ ン ティ アの資質向上を 図るための研修の実施など 、子ど も の読書環境の充実を 図

り ま す。

・ 音楽の素晴らし さ や楽し さ を 味わい、豊かな感性等を 育むため、子ど も が文化や芸術に

接する 機会と なるよう「 子ど も のためのオーケスト ラ 鑑賞」や「 子ど も の音楽の祭典」等

の取組を推進し ます。

・ 子ど も の権利学習、多文化共生教育等をはじ めと する人権学習に取り 組むこ と により 、

他者と の違いを 認め、互いに尊重し 合う 意識や態度の育成、差別や偏見を 生ま ない教

育の推進を 図り ま す。ま た 、障害者、外国につな がり のある人、性的マイノ リ ティ など 、

多様な 背景を 持つ人々に対し て 、正し い理解の促進を 図る と と も に 、自他のよ さ を 認

め、一人ひと り の違いが豊かさ と し て 響き 合う 人間関係を 築く こ と がで きる よう 、総合

的に人権尊重教育の推進を 図り ます。

施策２ ．豊かな心の育成
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コ ラム
【 読書のまち・ かわさ き  子ども 読書活動推進計画】 

　 子ども たちの読書活動は、言葉や知識を学び、表現力や創造力を豊かにし ます。それ

だけではなく 、何より 本は子どもたちに夢や希望を与え、人生をより 豊かでより 深く 生き

ていく ための力を身につけていく 上で欠かせないも のと なり ます。

　 本市ではこ れまでも 、子ども の読書活動を推進する取組を行ってきまし たが、社会状

況の変化や子ども を取り 巻く 環境の変化に合わせながら 、発達段階に応じ た子ども の自

由な読書活動を推進すること や自発的・ 主体的な学習活動を支援するため、本計画を策

定し 、家庭・ 地域・ 学校がより 一層連携し ながら 子ども の読書活動を推進していきます。

　 本計画では、保護者向け講座の開催などの家庭における子ども の読書活動の推進や

図書館を中心とし た地域における子ども の読書活動の推進、小学校への学校司書配置

拡充などの学校における子ども の読書活動の推進、企業等と 連携し た読書活動の普及

啓発などの「 かわさ き読書の日」を中心とした啓発活動の取組を推進していきます。

コ ラム
【 川崎市の人権尊重教育】 

　 一人ひと り が尊厳を持って自分らし く 生きら れる 社会を創造するためには、国籍、文

化、性別、障害、世代、考え方などの多様性を尊重し 、あら ゆる機会や場を通して、さ まざ

まな人権に関する理解を 深めること が必要です。また、具体的な人権問題に直面し た際

に、それを解決し よう と する実践的な行動力などを育むこと が大切です。

　 本市では、全国に先駆けて「 川崎市子ども の権利に関する条例＊」を 制定し 、人権尊重

教育をすべての教育活動の基盤として位置づけ、さ まざ まな教育活動を推進していま

す。また、「 川崎市差別のない人権尊重のまちづく り 条例」の制定を機に、教育活動がより

効果的なも のと なるよう 、人権尊重教育の充実に努めています。

　 今後もかわさ き 教育プランの「 自主・ 自立」、「 共生・ 協働」と いう 基本目標の実現をめ

ざして、児童生徒の豊かな心の育成を推進し ます。
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事務事業名

現状 事業内容・ 目標

令和3（ 2 0 21 ）
年度

令和4（ 2 0 2 2 ）
年度

令和5（ 2 0 2 3 ）
年度

令和6（ 2 0 2 4 ）
年度

令和7（ 2 0 2 5 ）
年度

令和8（ 2 0 2 6 ）
年度以降

●学習指導要領改訂の趣旨を踏まえた道徳教育の推進

○各学校における道徳教育の充実
・ 各 学 校に お ける
取組の推進

継続実施 事業推進

●総括学校司書＊及び学校司書配置による学校図書館の充実

総括学校司書
配置数:21人
学校司書配置数:
5 6 校

総括学校司書
配置数:21人
学校司書配置数:
7 0 校

総括学校司書
配置数:21人
学校司書配置数:
9 2 校

総括学校司書
配置数:21人
学 校 司 書 配 置 数 :
全小学校

総括学校司書
配置数:21人
学 校 司 書 配 置 数 :
全小学校

●司書教諭・ 図書担当教諭や統括学校司書・ 学校司書、図書ボランティ アの

　 資質向上のための研修の実施

R1実施回数:31回 実施回数:31回 実施回数:31回 実施回数:31回 実施回数:31回

●図書ボランティ アによる読書活動の推進

・ 読 み聞 かせ 等 の
実施

継続実施

●川崎フロンタ ーレ 等と の連携による読書活動の推進

・ 啓 発 資 料 の配 布
やイベント の実施

・ 連 携し た 取 組 の
実施

●ミ ューザ川崎シンフォニーホールを舞台とし た「 子ども の音楽の祭典」の実施

・ オーディ ショ ン の
開催と 本番に向け
た 練 習実 施（ 本 番
は中止）

・ オーディ ショ ン の
開催と「 子ども の音
楽の祭典」の実施

○指導体制の充実
道徳教育推進教師
研修の実施:２ 回
経験５ 年目以下の
教員を 対象と し た
研修の実施:２ 回

「 い の ち・ 心 の 教
育」に 関 する 研 修
の実施:１ 回

・ 道徳 教育推 進 教
師 研 修 、経 験５ 年
目以下の教員を 対
象と し た研修、「 い
のち・ 心の教育」に
関する 研修の実施

読書のまち・ かわさ き 推進

事業
●「 読書のまち・ かわさ き 　 子ども 読書活動推進計画」に基づく 事業推進

・ 次期計画の策定・ 第４ 次 計 画 の 策
定

・ 計 画 に 基づ く 取
組の推進

事業推進

子ども の音楽活動推進

事業

●「 子ども のためのオーケスト ラ 鑑賞」の実施

体験者数:
9 ,7 0 8 人（ 9 9 校）

体験者数:
10 ,0 0 0人以上

体験者数:
10 ,0 0 0人以上

体験者数:
10 ,0 0 0人以上

体験者数:
10 ,0 0 0人以上

事業推進

●市内音楽大学と 連携し た「 ジュニア音楽リ ーダー」（ 中学生）の育成

実施校数:2 0 校 実施校数:2 0 校 実施校数:2 0 校 実施校数:2 0 校 実施校数:2 0 校

児童生徒が、生命を 大切にす

る 心や他者と 協調し 他人を 思

いやる 心、善悪の判断な ど の

規範意識等の道徳性を 養う こ

と がで きる よう 、「 特別の教科

道徳」を 要と し て、学校教育全

体を 通じ て行う 道徳教育の充

実を図り ます。

子ど も から 大人まで が読書に

親し めるよう 、さ まざまな読書

活動を 推進する ため、学校司

書の配置による 読書環境の整

備など、「 読書のまち・ かわさ き

子ど も 読書活動推進計画」に

基づく 取組を推進し ます。

音楽のすばらし さ を味わい、体

験するこ と を 通し て、子ども た

ち の豊かな 感性を 育み、生涯

を 通じ て音楽を 愛好する 心情

を 育てら れる よう 、本格的な

オーケスト ラ 鑑賞や、市内の貴

重な音楽資源を 活用し た音楽

の体験活動を推進し ます。

道徳教育推進事業



基本政策Ⅱ　 学ぶ意欲を 育て、「 生き る 力」 を 伸ばす

4 0

基

本

政

策

Ⅱ

第

３

章

事務事業名

現状 事業内容・ 目標

令和3（ 2 0 21 ）
年度

令和4（ 2 0 2 2 ）
年度

令和5（ 2 0 2 3 ）
年度

令和6（ 2 0 2 4 ）
年度

令和7（ 2 0 2 5 ）
年度

令和8（ 2 0 2 6 ）
年度以降

人権尊重教育推進事業

●人権尊重教育研究推進校・ 実践校の研究支援及び教職員やPTAを対象とし た

　 研修の実施

R2 研修参加者数:
2 ,8 7 8人（ PTAは中
止）

研修参加者数:
3 ,0 5 3人以上

研修参加者数:
3 ,0 5 3人以上

研修参加者数:
3 ,0 5 3人以上

研修参加者数:
3 ,0 5 3人以上

●さ まざまな国や地域の文化を伝える外国人市民等を講師として派遣する

　「 多文化共生ふれあい事業」の推進

派遣校数 :
7 8 校（ 212 人）

派遣校数 :
6 2 校（ 18 7人）

派遣校数 :
6 2 校（ 187人）

派遣校数 :
6 2 校（ 187人）

派遣校数 :
6 2 校（ 18 7人）

事業推進

●子ども の権利学習派遣事業の実施

派遣学級数:
113 学級

派遣学級数:
12 2 学級

派遣学級数:
12 2 学級

派遣学級数:
12 2 学級

派遣学級数:
12 2 学級

●人権尊重教育推進会議の開催を通じ た人権尊重教育についての情報共有や

　 意見交換の実施

開催:年１ 回 ・ 人権 尊 重 教 育推
進会議を 通じ た 情
報共有や意見交換
の実施

事業推進

多文化共生教育推進事業

●人権尊重教育補助教材や子ども の権利学習資料等の活用

・ 教 材 内 容 の改善
及び効果的な活用

継続実施

●外国人教育推進連絡会議の開催を通じ た情報共有や意見交換の実施

開催:年１ 回 ・ 外国 人教 育推 進
連絡会議の開催

●各学校の多文化共生教育の充実に向けた情報交換の実施

・ 実 践事例報 告 会
や事業説明会の開
催

・ 実 践事例 報 告 会
や事業説明会を 活
用し た 情報交換の
実施

●学校におけるさ まざまな人権課題に関する周知・ 啓発

・ 各種 関 係 団 体に
よる 啓発資料の周
知

継続実施

・ 新た な 人権 課 題
に関する 啓発資料
の作成・ 周知

「 子ど も の権利に関する 条例」

や「 差別のない人権尊重のまち

づく り 条例」に基づき 、子ど も

たち の人権感覚や人権意識の

育成、教職員の指導力の向上

に向けた取組を推進し ます。

子ど も たち の異文化理解と 相

互尊重をめざし た学習を 推進

し ます。また、多文化共生と 多

様性を尊重し た意識と 態度の

育成を推進し ます。
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　「 健やかな 心身」を 育成する には、たく まし く 生き るための健康な体や体力を 育んで

いく 必要があり ま す。生涯にわたって健やかに生き 抜く 力を 育むために、心身の調和的

な発達を 図るこ と は大変重要です。本施策で は、子ど も の体力向上のための方策の推

進やさ ら なる食育の充実など 、生涯を 通じ て健康で 活力ある 生活を 送るための基礎を

培う 取組を推進していき ます。

　 第２ 期実施計画の期間中には、新型コ ロ ナウイルス 感染症の影響により 、市立学校

全校で 臨時休業と なる 事態と なり まし たが、ウィ ズコ ロ ナ・ ポスト コ ロ ナ時代を 見据え 、

感染防止対策を 講じ な がら 教育活動を 行い、子ど も たちが安心し て過ごせる よう 取組

を 進めていきます。

・ 誰も が運動する 心地よ さ を 味わい、生涯にわたって運動に 親し むこ と がで き る よう 、

学校・ 家庭・ 地域・ 行政が連携を 図り ながら 、子ど も の体力向上を めざし ま す。

・ 体育や健康に関する 指導を 充実さ せ、子ど も が持つ運動・ スポーツに対する 関心や意

欲の向上を 図る と と も に 、運動する 習慣を 身につける こ と で 、生涯にわたって心身の

健康を 保持増進し 豊かなスポーツ ラ イ フ を 実現するための資質・ 能力の育成を めざし

ま す。

・ 本市を 拠点に活動する「 かわさ きスポーツパート ナー＊」と も 連携し 、スポーツの楽し さ

や素晴ら し さ を 感じ る 取組を 進めま す。

・ 自ら の健康に関心を 持ち 、よ い生活習慣を 維持・ 向上さ せる 自己管理能力を 育成する

等、生涯にわたって健やかに生き 抜く 力を 育むため、健康教育の一層の充実を 図り 、

心身の調和的な発達を 推進し ま す。

・ 新型コ ロ ナウイルス 感染症については、今後も その影響は予測困難であるため、感染

状況に応じ て 、保健管理上の適切な 感染症対策を 図り 、健やかな 学校生活を 送れる

よう 取組を 進めま す。

・ 効果的に食育を 推進するため、学校給食を 活用し た小中９ 年間にわたる 体系的・ 計画

的な 食育の取組により 、さ ま ざ ま な 経験を 通じ て「 食」に関する 正し い 知識と 望まし

い食習慣を 身につけ、生涯健康な生活を 送るための基礎を 育みま す。

施策３ ．健やかな心身の育成
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事務事業名

現状 事業内容・ 目標

令和3（ 2 0 21 ）
年度

令和4（ 2 0 2 2 ）
年度

令和5（ 2 0 2 3 ）
年度

令和6（ 2 0 2 4 ）
年度

令和7（ 2 0 2 5 ）
年度

令和8（ 2 0 2 6 ）
年度以降

子ども の体力向上推進

事業

●中学校総合体育大会、市立小学校地区別運動会、小学校陸上記録会の実施

・ 各種大会の実施 継続実施 事業推進

健康教育推進事業 ●新型コ ロナウイルス感染症防止対策の推進

・ 感 染 対 策 用品の
配布等の実施

・ 学 校 の 状 況 に 応
じ た継続的な支援

事業推進

●休み時間等を活用し た外遊びや長縄跳びなどに取り 組む「 キラキラタイム＊」の推進

実施校数:
全小学校（ 114 校）

・ 全小学校で の「 キ
ラ キラ タ イム」の実
施

●喫煙・ 飲酒・ 薬物乱用防止等の健康教育の推進

・ 保 健の 授 業 等に
おける 喫煙・ 飲酒・
薬物乱用防止等の
教育の実施

継続実施

●児童生徒のアレルギー疾患への適切な対応の推進

・ 食 物 ア レ ル ギ ー
研修の実施

・ 養 護 教 諭や栄 養
士等を 対象と し た
研修の実施

●学校保健安全法に基づく 各種健康診断の実施

・ 各種健 康 診 断の
実施

継続実施

●スクールヘルスリ ーダー＊派遣による若手の養護教諭等への支援

派遣校数:６ 校 ・ スク ールヘルス
リ ーダーの派遣

●学校における健康教育充実に向けた支援

・ 国 等に よ る 通 知
や方針の周知

継続実施

・ 児童 生徒の 健 康
保持に向けた学校
へ の 支 援 策 の 研
究・ 実施

・ 研究・ 実施結果に
基づく 取組の推進

●部活動実施への支援

○ 技術的指導を行う 部活動指導者の派遣
派遣数:5 5人 ・ 部活 動 指 導 者の

派遣

○ 全国大会等出場者への旅費等の補助
・ 旅費等の補助 継続実施

児童生徒の健全な心身の育成

をめざし 、地域スポーツ人材を

活用し ながら 学校体育活動を

充実する など 、児童生徒の体

力向上につながる 取組を 進め

ます。

健やかな学校生活を送るため、

健康診断や健康管理の実施、

学校医等の配置を 行いま す。

ま た、望まし い生活習慣の確

立、心の健康保持、喫煙・ 飲酒・

薬物乱用防止等、健康教育の

充実を図り ます。
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事務事業名

現状 事業内容・ 目標

令和3（ 2 0 21 ）
年度

令和4（ 2 0 2 2 ）
年度

令和5（ 2 0 2 3 ）
年度

令和6（ 2 0 2 4 ）
年度

令和7（ 2 0 2 5 ）
年度

令和8（ 2 0 2 6 ）
年度以降

●中学校完全給食の円滑な実施

・ セン タ ー方 式4 8
校、自校方式２ 校、
小中合築方式２ 校
による 中学校全校
での実施
・ 学校給食センタ ー
PFI事業モニタ リ ン
グの実施

継続実施

継続実施

●安全・ 安心で良質な給食物資の安定的な調達のための学校給食会の運営支援

・ 補助金支給 ・ 運 営支 援 内容の
検討

・ 検 討 結 果 に 基づ
く 取組の推進

●学校給食費の適正な徴収

・ 学 校 給 食 費の 公
会計化の実施

・ 徴 収 状 況を 踏 ま
えた取組の推進

・ 多様な 納 付 方 法
の検討

・ 検 討 結 果 に 基づ
く 取組の推進

●川崎らし い特色ある「 健康給食」の推進

○ 食材や味付けにこ だわった、健康的で、美味し い給食の提供
・ 給食の提供 継続実施 事業推進

○ 生産者など多様な主体と 連携した食育の推進
・「 かわさ きそだち 」
を 使用し た 給食提
供

継続実施

○ 小中９ 年間にわたる体系的・ 計画的な食育の推進
・「 学校における 食
に関する 指導のて
び き 」に 基づ い た
取組の推進

継続実施

○ レシピ 動画等の市民への情報発信
配信本数:３ 本 ・ レ シ ピ 動 画 等 の

配信

●小学校及び特別支援学校の給食充実に向けた取組の推進

○ 老朽機器等の計画的更新
・ 機器等の更新 継続実施

○ 退職動向等に合わせた給食調理業務の委託化
委託実施校:6 5 校 ・ 退 職 動 向 等に 合

わせた委託化の推
進

健康給食推進事業

児童生徒の健全な身体の発達

に資するために、安全で安心な

学校給食の提供を効率的に行

う と と も に、小中９ 年間にわた

る一貫し た食育を推進し ます。
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　 令和３（ 2 0 2 1 ）年１ 月、中央教育審議会の「 令和の日本型学校教育」の構築を目指し

て～全ての子供たち の可能性を 引き 出す、個別最適な 学びと 、協働的な 学びの実現～

（ 答申）で は、新型コ ロ ナウイルス 感染症により 一層先行き 不透明と なる 状況において

は、目の前の事象から 解決すべき 課題を 見出し 、主体的に考え 、多様な立場の者が協働

的に議論し 、納得解を 生み出すこ と など 、新学習指導要領で 育成をめざ す資質・ 能力が

一層強く 求めら れる こ と が示さ れていま す。こ れら を 実現するための授業づく り にあ

たっては、「 個別最適な学び」と「 協働的な学び」を 一体的に充実し 、「 主体的・ 対話的で

深い学び」の実現に向けて 授業改善を 行っていく こ と が求めら れており 、その際、IC T

を 活用して 、空間的・ 時間的制約にし ばら れずに今まででき なかっ た学習活動の新たな

可能性を 探るこ と や、学習履歴（ スタ ディ ・ ロ グ）の活用を 図るこ と が重要であると さ れ

ています。

　 本市においては、国等の動向を 見据え 、教育の情報化に必要と なる IC T環境の整備・

活用に関し 、教育分野、校務分野にわたる 情報化施策と して「 川崎市立学校における 教

育の情報化推進計画」を 策定し 、その計画に基づき 、着実に事業を推進していきます。

・ 児童生徒自ら が、氾濫する 情報の中から 何が重要かを 主体的に選択し 、活用し ていく た

めに必要な情報活用能力を 育んでいきま す。

・ 児童生徒へのIC Tスキルや情報モラル等についての指導の充実を 図ると と も に、各教科

等で「 主体的・ 対話的で 深い学び」の実現に向けて授業改善を 進めていきま す。

・ 教員のIC Tを 活用し た指導力向上に向けて 、ラ イ フ ステ ージ に応じ た研修体制を 整え 、

教員を サポート し ま す。また 、外部団体や大学、企業と も 連携し ながら 、指導力向上に向

けた取組を 推進し ます。

・ 教職員の業務効率化の取組に資する よう 、校務支援システム＊や学務システム等の活用

による効率化や最適化に向けた検討を 進めます。

・ 児童生徒の出欠席の状況や健康診断の結果、学習記録などの情報を 教職員の間で共有

で き る よう データ 連携等により 見える 化をし 、一人ひと り に寄り 添っ た 指導の充実を

図っていきま す。

・「 かわさ き G IG A スク ール構想」で は、１ 人１ 台端末を 活用し 、イン タ ーネット につな がる

中で 、ク ラ ウド により 学びを 蓄積するこ と や、双方向の学びが可能と なり 、既習事項や他

者・ 他教科などと も「 つながる 」をキーワード に、段階的に学びの質を高めていきます。

・ ク ラ ウド・ バイ・ デフ ォルト ＊の環境で１ 人１ 台端末を 活用して 教育データ を 蓄積し 、児童

生徒の可能性を 最大限引き 出すための授業改善に役立てていきます。

施策４ ．教育の情報化の推進



基本政策Ⅱ　 学ぶ意欲を 育て、「 生き る力」 を 伸ばす

4 5

第

３

章

基

本

政

策

Ⅱ

コ ラム
【 川崎市立学校における 教育の情報化推進計画】

　 本計画は、令和４（ 2 0 2 2 ）年度から 令和７（ 2 0 2 5 ）年度に取り 組む市立学校におけ

る 教育の情報化の基本方針を 示すも ので す 。平成2 9（ 2 0 1 7 ）年４ 月から 令和４

（ 2 0 2 2 ）年3 月に取り 組んだ第2 期計画の期間中、G IG A スク ール構想の推進により 、

高速大容量の通信ネット ワーク や１ 人１ 台端末の整備等、学校のICT環境は大きく 変

化し まし た。今後は、こ の整備さ れた環境を有効に活用して 、子ども たちの資質・ 能力

を育成することをめざし 、重点的に取り 組むべき事項を次の19 に整理しています。 

１ ．１ 人１ 台端末活用等による、情報活用能力の育成（ 情報モラ ルを含む）

２ ．各教科等におけるICTの効果的な活用

３ ．１ 人１ 台端末の持ち帰り の推進と 家庭と の連携

４ ．高等学校におけるICT活用の推進

５ ．支援教育におけるICT活用の推進

６ ．川崎市学習状況調査のCBT化の検討

７ ．学習データ の活用の検討

８ ．普通教室の環境整備

９ ．教員のICTを活用し た指導力の向上

10 ．学習面のサポート 体制の整理、充実

11 ．校務支援システムの積極的な活用

12 ．業務効率化に向けた環境・ 運用方法の検討

13 ．校務面のサポート 体制の整理、充実

14 ．CM Sを活用し た学校ウェ ブサイ ト の充実

15 ．コ ンテンツの増大に対応し たネッ ト ワーク 環境の安定運用

16 ．情報セキュ リ ティ ポリ シーガイ ド ラ イ ンを踏まえた、ネッ ト ワーク の最適化

17 ．教職員のテレワーク 環境の整備支援

18 ．１ 人１ 台端末における最適な管理手法・ セキュ リ ティ の検討

19 ．BYO D・ BYAD 等を見据えた環境・ 運用体制の検討

観点 重点事項

子どもたちの新し い

学びを支える観点 

教職員の業務効率化を

支える観点 

ネット ワーク 環境及び

ICT環境の最適化に

関する観点 
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コ ラム
【 かわさ き G IG A スク ール構想】

　 国は、「 安心と 成長の未来を拓く 総合経済対策」（ 令和元（ 2 019 ）年12 月）の中で多様

な子どもたちを誰一人取り 残すこと なく 、公正に個別最適化さ れた学びを持続的に実現

する 、「 G IG Aスクール構想の実現（ G lo b a l a n d  In no vat io n  G atew ay fo r A ll）」を 示

し ました。

　 また、新型コ ロナウイルス感染症の感染拡大を機に、学校の臨時休業等の緊急時にお

いても 、ICT等を活用すること で子ども たちの学びを 最大限保障できる環境を整備する

こと が必要と の認識が広がることと なり まし た。

　 本市においても 、国の補助事業を最大限に活用し 、令和２（ 2020 ）年度中に、校内に高

速大容量の通信ネット ワーク 環境（ 校内無線LAN ）と 義務教育段階の児童生徒１ 人１ 台

分の端末を一体的に整備し 、令和３（ 2021 ）年度から 授業等に活用し 、段階的に指導内

容の充実を図るなど、「 かわさ きG IG Aスクール構想」の推進に取り 組むこととしました。

学習の基盤と なる 情報活用能力（ 情報モラル含む）

ステッ プ 0 タ イピ ン グ・ 情報モラル等の初期段階の指導

ステッ プ 1
インタ ーネット につながるこ と で、「 いつでも 」「 どの教科でも 」

使えるこ と を 実感する

ステッ プ 2
既習や他者と つながるこ と で、主体的・ 対話的で 深い学びの

視点から の授業改善ができ 、資質・ 能力をより 確実に育成する

ステッ プ 3
各教科等の学びが、他教科等や生活につながるこ と で、

社会課題の解決や一人ひと り の夢の実現に活かす

R3

R4

R5
未来社会の創り 手を 育む

かわさ き の新し い 教育

かわさ き
G IG A スク ール構想

自主・ 自立 共生・ 協働
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事務事業名

現状 事業内容・ 目標

令和3（ 2 0 21 ）
年度

令和4（ 2 0 2 2 ）
年度

令和5（ 2 0 2 3 ）
年度

令和6（ 2 0 2 4 ）
年度

令和7（ 2 0 2 5 ）
年度

令和8（ 2 0 2 6 ）
年度以降

●「 川崎市立学校における教育の情報化推進計画」に基づく 事業推進

・ 次期計画の策定・ 計画の策定 ・ 計 画 に 基づ く 取
組の実施

事業推進

●情報化推進モデル校を活用し た取組の推進

・ 推進モデル校２ 校
における 取組の検
証と 検証結果を 活
かし た取組の推進

継続実施

●情報モラル教育の充実

・ 道 徳や 総 合 的な
学習の時間等を 活
用し た 情報モ ラ ル
教育の実施

・ 判 断 力 の育成 な
ど 情報モ ラ ル教育
の充実と 家庭と の
連携推進

●学習活動等で必要と なるICT機器の更新・ 整備

・ IC T 機器の更新・
整備

・ G IG A 端末導入に
伴う 小 学 校 の PC
教室等の見直し

●ネット ワーク 環境の充実に向けた取組の推進

・ ネッ ト ワーク 環境
のあり 方の検討

・ ネッ ト ワーク 環境
のあり 方の検討と
検討結果に 基づく
取組の推進

●校務支援システムの活用を中心とし た教職員の働き方改革の推進

・ 研 修 開 催 やサ ポ
ート デ スク 等に よ
る 各学校への支援

継続実施

・ 授業・ 学習系デー
タ と 校務系データ
の連携によ る 効率
化の検討

・ 授業・ 学習系デー
タ と 校務系データ
の連携によ る 効率
化の検討と 検討結
果に 基づく 取組の
推進

教育の情報化推進事業

「 川崎市立学校における 教育

の情報化推進計画」に基づき 、

ICT機器整備や学校業務の効

率化に向けた取組を推進し ま

す。
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事務事業名

現状 事業内容・ 目標

令和3（ 2 0 21 ）
年度

令和4（ 2 0 2 2 ）
年度

令和5（ 2 0 2 3 ）
年度

令和6（ 2 0 2 4 ）
年度

令和7（ 2 0 2 5 ）
年度

令和8（ 2 0 2 6 ）
年度以降

●学校での活用を促進する人的支援

○ 情報交換会等を含むG SL＊（ G IG Aスクール構想推進教師）研修や要請訪問研修の実施
G SL研修会参加者
数:延べ1 ,3 3 3 人
要請訪問研修実施
数:4 7 回

・ G SL研 修 会 や要
請訪問研修の実施

●教科用デジタルコンテンツ等の活用に向けた検討

・ デ ジ タ ル 教 科 書
実証事業重点校で
の調査と 活用方法
の検討
・ 副 読 本 の デ ジ タ
ル化支援と 活用の
促進

・ デジタ ル教科書＊

の活用に関する 研
究と 取組の推進

継続実施

●学習履歴（ スタ ディ・ ログ）など教育データ の整理と 活用

○ 教育データ の利活用に向けた整理
・ 個人・ 学級単位の
学習履歴など 教育
データ の活用に 向
けた研究

・ 市・ 学校・ 学級・ 個人
単位で のスタ ディ・
ロ グ 収集と 活用に
向けた研究

・ 指導・ 評価の改善

○ G IG A端末における教育データの活用状況の調査及び指導・ 改善に向けた取組の実施
・ G IG A 端末におけ
る 教育データ の活
用状況の調査

・ 指導・ 評価の改善
への反映

●児童生徒数の増加等に対応し たG IG A 端末及び通信環境の充実

○ G IG A端末及び通信環境の充実
・ 児 童 生 徒 数の増
加等に応じ た 各種
環境の整備

継続実施

・ 利 用 状 況 に 対 応
し た 通信環境の確
保に 向 け た 調 査・
検討

・ 調査・ 検討結果に
基づく 取組の推進

○ 利用アカウント の適切な管理
・ 利用アカ ウント の
発 行、管 理 等 の 効
率的な運用

継続実施

●「 かわさ きG IG Aスクール構想」に基づく 着実な人材育成と 現場におけるステップ アッ プの支援

○ 段階的なステップ アップの実現を支える教職員のスキル向上に向けた研修の実施と 授業での活用
・ ス テ ッ プ ０ ・ １ の
実現を 支える 教職
員のスキル向上に
向けた研修の実施

・ 段階的なステップ
アッ プ に 応じ た 児
童生徒の情報活用
能力の育成

・ ステ ップ２ の実現
を 支 え る 、授 業 力
向上につな がる 教
職員の研修の実施

継続実施

・ ステップ３ の実現
を 支 え る 、授 業 力
向上につな がる 教
職員の研修の実施

事業推進

○ 研究推進協力校における取組の支援と 共有による事業の充実
協力校:12 校 ・ 協 力 校 に お ける

取組の支援と 検証

○ ICT活用研修の充実と 各教科・ 各学校種における活用の推進
研修実施数:17 9 回 ・ 研 修 の 充 実と 各

教 科・ 各 学 校種 に
おける活用の推進

○ ICT活用に関する技術的支援
・ I C T 支 援 業 務 の
実施

継続実施

★かわさ きG IG Aスクール

構想推進事業

「 かわさ き G I G A スク ール構

想」に基づき 、すべての子ど も

たち の可能性を 引き 出す個別

最適な学びと 協働的な学びの

実現に向けて 、児童生徒の情

報活用能力の育成、教員の指

導力の向上、スタ ディ・ ロ グの

効果的な活用等の取組を推進

し ます。
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　 グロ ーバル化、情報化の進展など の社会状況の変化に伴い、生徒の能力や適性、興

味・ 関心、進路希望等が一層多様化していま す。本施策では、市立高等学校で 学ぶ生徒

一人ひと り が、多様な人々と 協力し 、主体性を 持ってさ まざ まな課題の解決を 図っていく

ために必要と なる力を 身につける こ と がで き る よう 、各学校の特色を 活かし て多様な

学習ニーズに対応する 教育活動の充実を 図り 、魅力ある市立高等学校づく り に向けた

取組を推進していきます。

・ 各学校が魅力ある 教育課程の編成等を 通じ 、特色ある 教育を 進める こ と で 、多様な 学

習ニーズに対応すると と も に、確かな学力を 育み、生徒一人ひと り の進路希望の実現をめ

ざし ます。

・「 市立高等学校改革推進計画＊ 第２ 次計画」に基づき 、新たな価値を 生み出す豊かな 創

造性、グロ ーバル化の中で多様性を尊重する力を 育成する 取組を推進し ます。

・ 定時制課程に在籍する 生徒の将来の自立に向け 、各学校における 学習や就職等の相

談・ 支援の充実を 図り ま す。ま た 、日本語指導の必要な生徒に対し てのサポート や学校

の支援体制のより 一層の充実を 図り ます。

・ 定時制課程において外国につな がる 生徒が増加し ている こ と から 、在県外国人等特別

募集＊を 行い、生徒の日本語支援及び個に応じ た学習支援を 行います。

・ 川崎高等学校及び附属中学校においては、中高一貫教育＊の特色を 活かし 、６ 年間を 見

通し た 総合的な 学習の時間における 特色ある 取組や、IC Tを 活用し た 新たな 学習を 推

進するなど 、６ 年間の体系的・ 継続的な教育活動を 展開し ます。

施策５ ．魅力ある高等学校教育の推進
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事務事業名

現状 事業内容・ 目標

令和3（ 2 0 21 ）
年度

令和4（ 2 0 2 2 ）
年度

令和5（ 2 0 2 3 ）
年度

令和6（ 2 0 2 4 ）
年度

令和7（ 2 0 2 5 ）
年度

令和8（ 2 0 2 6 ）
年度以降

●高等学校における聴講生制度、図書館開放、開放講座の実施

聴講生制度:２ コ マ
図書館開放:１ 校
開放講座:６ 講座

（ R１ ）

・ 聴講生制度、図書
館 開 放、開 放 講 座
の実施

●川崎高等学校及び附属中学校における一貫し た体系的・ 継続的な教育の推進

・ 中 高一貫 教 育の
推進

継続実施

・ 高 津 高 校 に お け
る キャ リ ア 教育科
目の調査・ 研究

・ 川崎・ 総合科学高
校における 取組の
検討

・ ２ 校における 取組
の推進

●多様な主体と の協働に向けた体制づく りと 取組の推進

・ 橘・ 幸高校におけ
る 体制作り と 取組
の推進

・ ３ 校における 取組
の推進

●「 市立高等学校改革推進計画」に基づく 取組の推進

○ 魅力ある普通科教育の推進
・ カ リ キュ ラ ム・ マ
ネジメ ン ト の充 実
に向けた検討
・ キ ャ リ ア 教 育 の
推進

・ カ リ キュラ ムの効
果的な実施

継続実施

事業推進

・ 学 び 直し や 特 別
な支援の実施に向
けた検討

・ 検 討 結 果に 基づ
く 取組の推進

○ 定時制における学びの充実
将来の自立に向け
た学習や就職等の
相談・ 支援の実施:
３ 校

・ 日本 語指 導 の充
実

将来の自立に向け
た学習や就職等の
相談・ 支援の実施:
全校

継続実施

・ 在 県 外 国 人特 別
募集枠の設置

・ 事業推進

○ 特色ある専門学科の推進
インタ ーンシップの
実施:２ 校

インタ ーンシップの
実施:２ 校

インタ ーン シップの
実施:２ 校

インタ ーン シップの
実施:２ 校

インタ ーンシップ
の実施:２ 校

・ 合 同発 表 会の開
催による 情報発信
に向けた準備

・ 合 同発 表会 の開
催

○ ICT機器の整備及び活用
・ I C T 機 器 の 計 画
的な整備

継続実施

・ 校内無線LA N の
増設

・ １ 人１ 台端末環境
の活用の促進

魅力ある高校教育の

推進事業

「 市立高等学校改革推進計画」

に 基づき 、生徒・ 保護者・ 市民

のニーズに応じ た 魅力ある 高

校づく り を 進めると と も に、川

崎高等学校及び附属中学校に

おける 中高一貫教育や、定時

制課程の生徒の自立支援の推

進を図り ます。


